
our work
ねをはす HOTEL BOOK&CAFE

◆建物データ 

建築場所：山口県下関市秋根西町 

運営管理：�はやし住宅 

書店プロデュース：�ひらく 

設計監理：�Ｍ＆Ｋ建築設計 

構造設計：�松茂建築デザイン 

デザイン監修：clay 

施  工：住吉工業�

電気・給排水設備：�中電工 

サイン施工：�フォルト 

工  期：2023年 8 月～2024年 9 月 

用  途：物販店舗併用ホテル 

構  造：鉄筋コンクリート造７階建て 

敷地面積：1,458㎡ 

建築面積：434㎡

延べ面積：2,362㎡ 

◆設計のねらい 

施設名であり、コンセプトでもある「ねを

はす」は、「根を張る・根差す」という言葉

から名付けられました。これは施主である

山口県建築士会下関支部長の林成吉氏が、

数年後も数十年後もこの場所が心の拠り所

になるように、この地域に太い根を這わせ、

育み、大樹のような存在になりたいという

想いが込められています。 

下関市秋根地区は歴史と海峡の町「下関」

の中で、お世辞にも観光的景勝地とは言い

難い地域です。下関に訪れる旅行者から、こ

のホテルが選ばれるには大きなハンデで

す。しかし、このハンデから、逆転の発想で

生まれたのが、「ねをはす」です。 

観光施設特有の門構えを省き、地域の方

が気軽に足を運べる施設にしたい。旅行者

が下関ではなく「ねをはす」に訪れたいと思

える施設にしたい。林氏の想いを元に、幾多

の会議を重ね、書店プロデュースを担当し

た㈱ひらくの武田氏、服飾デザイナーの浜

井氏、施設デザイン監修を務めた clay の杉

氏と共に、設計趣旨を作り上げました。 

その答えが、昔ながらの誰もが立ち寄り、

立ち読みできる本屋であり、他では味わえ

ない本屋に泊まるという非日常を体験でき

る施設を作ることです。 

「ねをはす ＨＯＴＥＬ ＢＯＯＫ＆Ｃ

ＡＦＥ」はこうして誕生しました。 

ねをはす ＨＯＴＥＬ 

ＢＯＯＫ＆ＣＡＦＥ 

©山鳩舎/ねをはす 

設計監理
㈱M&K建築設計
http://www.make-keep.com/

4



 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

外観 

 

ファサードは本棚をモチーフに

したデザインです。 

誰も気軽に出入り出来るよう道

路に面してフェンスなどを設けな

い設計としています。 

また、敢えてＨＯＴＥＬのサイン

表示をしないことで、地域の方に入

りやすい配慮をしています。 

 

１階書店 café コーナー 

 

ここで、コーヒーを買って、１～

２階はどこでもコーヒーを飲みな

がら読書が楽しめます。 

café コーナーすぐ近くに入口を

設け、café だけのお客様も気軽に入

店して頂けるよう、動線を配慮しま

した。 

 

１階書店 シンボルツリー 

 

この施設の象徴のシンボルツリ

ーです。樹種はシマトネリコです。

南面の直射日光を受けてしまいま

すので、暑さに強く、病害虫に強い

樹種を選定しました。 

奥は読書スペースの「ひととき」

です。階段に座って、木を眺めなが

ら読書が楽しめます。 
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１階書店 児童閲覧コーナー 

選書された児童書が置かれてい

ます。段々になった閲覧コーナーで

「ねっこ」と名付けられています。 

イベント時には、サッシを開放

し、屋外と一体的な利用が出来るよ

うにポーチを設けています。 

２階書店 本の洞窟 

隠れ家をイメージした閲覧コー

ナーです。人物評伝や自伝が選書さ

れています。「みちのち」と名付けら

れたこの空間は、始まりと終わりの

ない形、角の無い安心な空間の形成

するため、円・楕円を用いています。 

◆スタンダードルーム(ツイン・ダブル) 

◆モデレートルーム  (ツイン・ダブル) 

書店に泊まれるブックホテルです。 

すべての客室にはテーマ別に選書し

た書籍を陳列。 

内装は積本の様な、無垢のチーク古

材をバランス良く組み合わせました。 

 読書に適した部分的な明るさを、全

体の間接照明で補う照明計画としま

した。 

6



書屋 言-koto- 

         【カジュアル 4th】暖々（だんだん） 

◆コンセプトルーム 

◆最上階の特別なお部屋 

ルーム番号の下に名前のある客室

があります。 

ホテル廊下は片面側に本を面陳列

できる家具を取付け、ホテルの各階ご

との特色を本でデザインしました。 

◆コンセプトルーム 

特別なコンセプトルームは、 

「書屋」と呼びます。 

壁一面の本棚は、計１５種類の 

ＢＯＸで構成した凸凹な幾何形体

で、そこに配架された約 1,000 冊の

本に圧倒されます。 

書屋 読-toku-(テーマ：動物) 

書屋 言-koto-( 〃 ：食) 

書屋 黙-moku-( 〃 ：旅) 

書屋 文-fumi-( 〃 ：漫画) 

◆最上階の特別なお部屋 

誰と一緒に、どんなシーンで、どう

過ごすかによって、幅広い愉しみ方が

できます。 

たとえば、左写真「暖々」は、ロフ

トやミニキッチンがあり、人気イラス

トレーターによる壁画が印象的な秘

密基地のようなお部屋です。 

【スーペリアツイン】 ハレ（晴） 

マレ（稀）

【カジュアル 4th】 団欒（だんらん）  

暖々（だんだん）

【エグゼクティブツイン】 和（わ）

間（ま） 
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